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盤
　

い
は
す
き

川
。
源
は
郡
家
の
西
南
七
十
里
な
る

箭
山

や
の
や
ま

よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
須
佐
川
に
入

る
。
年
魚
あ
り
。

赤
来
町
と
広
島
県
の
境
の
三
国
山
の
北

に
あ
る
箭や

山
か
ら
流
れ
出
て
、
来
島
に
至
る

間
の
神
戸
川
を
指
し
、
赤
名
川
と
も
言
う
。

国
道
五
四
号
線
に
沿
っ
て
ほ
ぼ
北
に
流
れ

て
い
る
。

板谷III遺跡（頓原町志津見）で
見つかった中世初頭の竪型炉
（たてがたろ）

雲見滝（三刀屋町多久和）県指定・名勝・天然記念物

三刀屋川（三刀屋川栗原付近）

波
多
小
川

は
た
の
を
が
は

。
源
は
郡
家

ぐ
う
け

の
西
南
二
十
四
里

な
る
志
許
斐

し

こ

ひ

山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
須す

佐さ

川
に
入
る
。
鐵

ま
が
ね

あ
り
。

飯
石
郡
掛
合
町
の
波
多
川
を
指
す
。「
鐵
」

は
砂
鉄
の
こ
と
で
、
古
代
か
ら
製
鉄
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
近
年
の
調
査
で
、

志
津
見
ダ
ム
建
設
予
定
地
内
で
炉ろ

の
跡
が

発
掘
さ
れ
た
。

飯
石

い
ひ
し

小
川
。
源
は
郡
家
の
正
東

ま
ひ
が
し

一
十
二
里

な
る
佐
久
禮

さ

く

れ

山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
三み

と

屋や

川
に
入
る
。
鐵
あ
り
。

三
刀
屋
町
内
を
流
れ
る
飯
石
川
を
指
し
、

町
内
で
三
刀
屋
川
に
合
流
す
る
。
中
流
の
雲く

も

見み

滝
は
見
ご
た
え
が
あ
る
。

仁
多

に

た

郡

室
原

む
ろ
は
ら

川
。
源
は
郡
家

ぐ
う
け

の
東
南
三
十
六
里
な

る
室
原

む
ろ
は
ら

山
よ
り
出
で
て
北
に
流
る
。
此
は
則

す
な
わ

ち
斐
伊
大
河

ひ
の
お
ほ
か
は

の
上か

み

な
り
。
年
魚

あ

ゆ

・
麻
須

ま

す

・

魴
鱧

む
な
ぎ

等
の
類
あ
り
。

現
在
の
室
原

む
ろ
は
ら

川
を
指
す
。
室
原

山
（
今
の
三
国

山
）
を
源
と
し
、

横
田
で
斐
伊
川

に
合
流
す
る
。
上

流
に
は
お
ろ
ち
ル

ー
プ
橋
が
あ
る
。

室原川（横田町八川付近）

波多川（掛合町波多付近）

灰
火
小
川

は
ひ
び
の
を
が
は

。
源
は
灰
火
山
よ
り
出
で
て
、
斐ひ

伊
河

の
か
は

の
上
に
入
る
。
年
魚
あ
り
。

横
田
町
の
仏
山
の
東
麓
を
流
れ
、
室
原

川
に
は
い
る
川
と
考
え
ら
れ
る
。

横田町・坂根ダム付近

比田川（広瀬町比田付近）

須賀川

奥田川

阿
伊

あ

い

川
。
源
は
郡
家
の
正
南

ま
み
な
み

三
十

七
里
な
る
遊
託

ゆ

た

山
よ
り
出
で
、
北
に

流
れ
て
、
斐
伊
河
の
上
に
入
る
。
年

魚
・
麻
須
あ
り
。

現
在
の
大
馬
木

お

お

ま

き

川
を
指
す
と
考
え
ら
れ

る
。
遊
託

ゆ

た

山
は
烏
帽
子

え

ぼ

し

山
の
こ
と
で
、
仁
多

町
三
成
で
斐
伊
川
に
合
流
す
る
。

阿
位

あ

い

川
。
源
は
郡
家
の
西
南
五
十
里
な
る

御
坂

み
さ
か

山
よ
り
出
で
、
斐
伊
河
の
上
に
入
る
。

年
魚
・
麻
須
あ
り
。

現
在
の
阿
井
川
を
指
す
。
御
坂
山
は
猿

政
山
の
こ
と
で
、
吉
田
村
で
斐
伊
川
に
合

流
す
る
。
上
流
に
は
可
部
屋

か

べ

や

集
成
館

し
ゅ
う
せ
い
か
ん

、
下

流
に
は
阿
井
ダ
ム
が
あ
る
。

比
太

ひ

だ

川
。
源
は
郡
家
の
東
南
一
十
里
な
る

玉
峯

た
ま
み
ね

山
よ
り
出
で
て
北
に
流
る
。
意
宇

お

う

郡

の
野
城

ぬ

き

河
の
上
、
是こ

れ

な
り
。
年
魚
あ
り
。

能
義
郡
広
瀬
町
西
比
田
地
区
を
流
れ
る
比
田

ひ

だ

川
を
指
す
。
下
流
は
飯
梨
川
（
富
田
川
）。

湯
野
小
川

ゆ

ぬ

の

を

が

は

。

源
は
玉
峯
山

よ
り
出
で
、
西

に
流
れ
て
斐
伊

河
の
上
に
入

る
。

仁
多
町
の
亀
嵩

か
め
だ
け

川
を
指
す
。「
湯
野
」
と

い
う
名
の
と
お
り
、
こ
の
川
の
上
流
の
亀
嵩

温
泉
は
鉱
泉
が
わ
き
、
一
九
七
六
年
に
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
玉
峰
苑

た
ま
み
ね
え
ん

」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
近
く
に
は
玉
峰
山
森
林
公
園
も
あ
る
。

大馬木川（仁多町馬木付近）

亀嵩川（ＪＲ亀嵩駅前付近）

大
原

お

お

は

ら

郡

海
潮

う
し
ほ

川
。
源
は
意
宇

お

う

と
大
原

お
ほ
は
ら

と
の
二
郡
の

堺
な
る
笶
村

や
む
ら

山
よ
り
出
で
て
北
に
流
れ
、
海

潮
よ
り
西
に
流
る
。
年
魚

あ

ゆ

少
し
く
あ
り
。

大
東
町
刈
畑

か
り
は
た

地
区
を
流
れ
る
現
在
の
刈

畑
川
か
ら
、
そ
の
下
流
の
赤
川
を
指
す
。
赤

川
は
大
東
町
・
加
茂
町
を
潤
し
、
斐
伊
川

に
合
流
す
る
。

刈畑川（大東町刈畑付近）

須
我
小
川

す
が
の
を
が
は

。
源
は
須
我
山
よ
り
出
で
て
西

に
流
る
。
年
魚
少
し
く
あ
り
。

赤
川
の
上
流
で
、

大
東
町
須
賀
地
区

を
流
れ
る
須
賀
川

を
指
す
。
須
我
山

は
、
八
雲
村
と
の

境
に
あ
る
八
雲
山

の
こ
と
。

佐
世

さ

せ

小
川
。
源
は
阿
用

あ

よ

山
よ
り
出
で
、
北

に
流
れ
て
海
潮
川
に
入
る
。
魚
な
し
。

大
東
町
の
西
部
を
北
へ
流
れ
る
佐
世
川

を
指
す
。
同
町
西
阿
用

に
し
あ
よ
う

・
佐
世
地
区
を
北

に
流
れ
、
赤
川
に
合
流
す
る
。

佐世川（大東町狩場橋から大東
町西阿用付近）

幡
屋

は
た
や

小
川
。
源
は
郡
家

ぐ
う
け

の
東
北
な
る
幡
箭

は
た
や

山
よ
り
出
で
て
南
に
流
る
。
魚
な
し
。

水
四
水

み
ず
よ
す
じ

合
ひ
て
、
西
に
流
れ
て
出
雲
大
川

に
入
る
。

大
東
町
の
西
部
を
南
へ
流
れ
、
赤
川
に

合
流
す
る
幡
屋
川
を
指
す
。
Ｊ
Ｒ
木
次

き
す
き

線

幡
屋
駅
近
く
に
は
、
旧
郡
家

ぐ
う
け

（
当
時
の
役

所
）
跡
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

幡屋川（赤川に合流する付近）

屋
代

や
し
ろ

小
川
。
郡
家
の
正
北

ま
き
た

除
田
野

よ

き

だ

ぬ

よ
り
出

で
、
西
に
流
れ
て
、
斐
伊
大
河

ひ
の
お
ほ
か
は

に
入
る
。
魚

な
し
。

大
原
郡
加
茂
町
三
代
地
区
を
流
れ
る
奥
田

川
を
指
す
。

神
門

か

ん

ど

郡

神
門

か
む
ど

川
。
源
は
飯
石
郡

い
ひ
し
の
こ
ほ
り

の
琴
引

こ
と
ひ
き

山
よ
り
出

で
北
に
流
れ
、
即

す
な
わ

ち
來
嶋

き
じ
ま

・
波
多

は

た

・
須
佐

す

さ

の
三
郷
を
經へ

て
、
神
門
郡
の
餘
戸
里

あ
ま
り
べ
の
さ
と

門
立

と
た
ち

村
に
出
で
、
即
ち
神
戸

か
む
べ

・
朝
山

あ
さ
や
ま

・
古
志

こ

し

等

の
三
郷
を
經
、
西
に
流
れ
て
水
海

み
づ
う
み

に
入
る
。

則
ち
年
魚

あ

ゆ

・
鮭さ

け

・
麻
須

ま

す

・
伊
具
比

い

ぐ

ひ

あ
り
。

現
在
の
神
戸

か
ん
ど

川
を
指
す
。
飯
石
郡
頓
原

町
の
琴
引
山
か
ら
流
れ
出
て
、
飯
石
郡
・

簸
川

ひ
か
わ

郡
・
出
雲
市
を
潤
す
、
出
雲
部
で
は

二
番
目
に
長
い
川
。
当
時
は
神
門
水
海

か
ん
ど
の
み
ず
う
み（

現

在
の
神
西
湖

じ
ん
ざ
い
こ

の
あ
た
り
）
に
は
い
っ
た
の
ち
、

日
本
海
に
通
じ
て
い
た
。

「
門
立
村
」
の
「
門
立
」
は
、
立
久
恵
峡

た
ち
く
え
き
ょ
う

の
絶
壁
が
門
が
立
っ
た
よ
う
に
そ
び
え
て
い

る
た
め
に
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
か

ら
「
乙
立
」
の
名
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

流
域
の
立
久
恵
峡
県
立
自
然
公
園
で
は
、

雄
大
な
自
然
が
楽
し
め
る
。

神戸川（立久恵峡付近）

多
伎
小
川

た

き

の

を

が

は

。

源
は
郡
家

ぐ
う
け

の
西

南
三
十
三
里

な
る
多
岐
々

た

き

き

山

よ
り
出
で
、
北

西
に
流
れ
て
大

海
に
入
る
。
年

魚
あ
り
。

簸
川
郡
多
伎
町
の
西
部
を
流
れ
る
田
儀

た

ぎ

川
を
指
す
。

田儀川（多伎町口田儀付近）

宇
加
池

う
か
の
い
け

。
周め

ぐ

り
三
里
六
十
歩ぶ

あ
り
。

出
雲
市
古
志

こ

し

町
に
は
こ
の
池

の
堤
防
の
一
部

が
現
存
し
、
当

時
の
池
の
大
き

さ
を
し
の
ば
せ

る
。
標
識
も
あ

る
。

今も残る土手の跡（出雲市古志町付近）

ほ
か
に
「
来
食

く
ぐ
い

池
」「
笠
柄

か
さ
が
ら

池
」「

屋
池

さ

し

や

」

が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
出
雲
市
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

神
門
水
海

か
む
ど
の
み
づ
う
み

。
郡
家
の
正
西

ま
に
し

四
里
五
十
歩
な

り
。
周
り
三
十
五
里
七
十
四
歩ぶ

あ
り
。
裏う

ら

に
は
則
ち
鯔
魚

な
よ
し

・
鎮
仁

ち

に

・
須
受
枳

す

ず

き

・
鮒ふ

な

・

玄
蠣

か

き

あ
り
。
即
ち
水
海
と
大
海
と
の
間
に
山

あ
り
。
長
さ
二
十
二
里
二
百
三
十
四
歩
、

廣ひ
ろ

さ
三
里
あ
り
。（
後
略
）

出
雲
市
浜
山
の
南
方
か
ら
神
西
湖
に
か

け
て
広
が
っ
て
い
た
湖
を
指
す
。

こ
の
湖
と
大
海
（
日
本
海
）
の
間
の
山

は
、
現
在
の
外
園
町
周
辺
に
あ
る
砂
丘
で
、

当
時
も
風
の
強
い
と
き
に
は
砂
が
飛
ん
だ
と

い
う
。
近
く
で
は
古
代
の
「
貝
塚
」
が
見
つ

か
っ
た
（
詳
し
く
は
四
巻
を
参
照
）
。
な
お

神
西
湖
か
ら
日
本
海
に
そ
そ
ぐ
差
海

さ
し
み

川
が

で
き
た
の
は
、
一
六
八
六
年
で
大
梶
七
兵
衛

に
よ
る
も
の
。

現在の神西湖（上空より撮影）

飯
石

い

い

し

郡

三
屋

み
と
や

川
。
源
は
郡
家

ぐ
う
け

の
正
東

ま
ひ
が
し

一
十
五
里
な

る
多
加

た

か

山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
斐
伊
河

ひ
の
か
は

に
入
る
。
年
魚

あ

ゆ

あ
り
。

現
在
の
三
刀
屋
川
で
、
頓
原
・
掛
合

か
け
や

・

三
刀
屋
町
内
を
ほ
ぼ
国
道
五
四
号
線
沿
い

に
流
れ
、
斐
伊
川
に
合
流
す
る
。
源
の
多
加

山
は
、
頓
原
町
と
広
島
県
の
境
に
あ
る
大お

お

万
木

よ
ろ
ぎ

山
。

須
佐

す

さ

川
。
源
は
郡
家
の
正
南
六
十
八
里
な

る
琴
引
山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
來
嶋

き
じ
ま

・

波
多

は

た

・
須
佐

す

さ

等
の
三
郷
を
經へ

て
、
神
門

か
む
ど

郡

の
門
立

と
た
ち

村
に
入
る
。
此こ

は
謂い

は
ゆ
る
神
門
川

の
上か

み

な
り
。
年
魚
あ
り
。

出
雲
市
乙

立
町
よ
り
上
流

の
神
戸
川
を
指

す
。
飯
石
郡
赤

来
町
で
は
、
現

在
来
島
ダ
ム
が

造
ら
れ
、
周
辺

は
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
・

湖
畔
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。

神戸川（頓原町志津見付近）赤名川（赤来町上赤名付近）

出
雲

い

ず

も

郡

意
保
美
小
川

お
ほ
み
の
を
が
は

。
源
は
出
雲
御
埼

み
さ
き

山
よ
り
出

で
、
北
に
流
れ
て
大
海

お
ほ
う
み

に
入
る
。
年
魚

あ

ゆ

少
々

あ
り
。

平
田
市
西
部
の
近
江
川
を
指
し
、
唐
川

か
ら
か
わ

川
と
も
言
う
。
弥
山

み
せ
ん

の
北
を
源
と
し
、
唐
川

町
を
東
北
に
流
れ
、
河
下
町
で
鰐
淵
寺

が
く
え
ん
じ

川

と
合
流
し
て
日
本
海
に
そ
そ
ぐ
。

近江川（平田市唐川町付近）

池
に
つ
い
て
は
「
土
負

つ
ち
お
い

池
」「
須
々
比

す

す

ひ

池
」

「
西
門
江

に
し
ど
の
え

」「
大
方
江

お
お
か
た
え

」
を
記
す
。
い
ず
れ
も

今
の
斐
川
町
あ
た
り
に
あ
っ
た
池
や
、
入
江

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

阿井川（下阿井付近）
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